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東京六華同窓会 広報委員会

2024年「東京六華同窓会 総会・懇親会」のお知らせ2024年「東京六華同窓会 総会・懇親会」のお知らせ
今年度の東京六華同窓会総会・懇親会を下記の日程で開催いたします。

総会・懇親会の当番期は南40期・50期・60期です。
同期、同窓の方をお誘いの上、奮ってご参加ください。
今回は完全対面開催です（中継映像配信は検討中）。

《日時》2024年6月8日（土） 総会 15時～/懇親会 16時～
《会場》

《会費》

ベルサール半蔵門
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東京メトロ半蔵門線「半蔵門駅」3b出口直結、有楽町線「麹町駅」3番出口徒歩5分
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東京六華同窓会会長　片山晶彦（南23期）

南 19期まで 7,000 円、南 20～49期 10,000 円、南 50～69期 7,000 円、南 70期以降 3,000 円
※SNSからのお申し込みに関しては 500円割引となります。

会報 134号を郵送した南 19期までの方には案内状と出欠葉書を同封していますので、葉書のご返送、ある
いは東京六華同窓会ホームページ内の総会・懇親会ウェブサイトよりお申し込みください。それ以外の方は
ウェブサイトでのみ受け付けます。いずれも事前申し込みのみでの受け付けとしますのでご注意ください。

東京都千代田区麹町1-6-4　住友不動産半蔵門駅前ビル2Ｆ

【ご出欠】

東京六華同窓会の公式ホームページより



通常開催の意義を実感
東京六華同窓会 

2024年「新春の集い」開催
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　新型コロナウイルス感染症「2 類相当」でのチャレンジ開催だった前回に続く、ほぼ例年並みのイベント
規模で、2024 年「新春の集い」が 1月 20 日 ( 土 ) にアルカディア市ヶ谷（私学会館）5階「大雪」にて開催された。
参加人数を絞ることなく、着席スペースも増え、マスク着用は任意となる本年の「新春の集い」の参加者は
63 人（南 13 期～南 64 期）。昨年の 56 人から 7 人増え、会場のそこかしこで怪気炎を上げる当たり前の歓談
模様が繰り広げられた。

　宴の締めは、幹事長の福山賛次郎さん（南 23 期）の円熟味を帯びた「今
年の干支」トーク。24 年の「甲辰」にち
なんで、「60 年前は東京オリンピック、
120 年前は日露戦争の年が甲辰の年でし
た。東京六華同窓会も未来プロジェクトの
提言が実を結び、力強く、前に進む年に
しましょう」と締めくくり、無事お開きに。
片付け時に参加者名簿を見ると、初代東
京五輪を実体験として知る同窓が半数近くに上る。通常開催の意義を改め
て実感しつつ、同窓の変わらぬ健康を願う、そんな 24 年の「新春の集い」だっ
た。

（広報委員会 南 43 期 北條貴文）

　乾杯の音頭は最高齢参加者の益子徹さん（南 13 期）。東京六華同窓会
会長の片山晶彦さん（南 23 期）のあいさつでは、昨年の「新春の集い」を
皮切りに、東京（6 月）・札幌（10 月）と続く総会・懇親会を含む年間行事
が滞りなく開催されたことに言及。昨年 5 月 8 日の「5 類」移行から半年
以上が過ぎ、集まった同窓にも安堵の表情がうかがえた。
　また、1月2日(火)に羽田空港で起きた日本航空516便（新千歳発羽田行き）
と海上保安庁航空機の衝突事故から生還した今井康人さん（南 28 期）も急
きょ登壇。生命の危機的状態における三つの心得や具体的な補償金額など、
メディアでは到底知り得ない内実は出席者限定の知見である。

歓談風景「新春の集い」はおなじみの
アルカディア市ヶ谷（私学会館）
5階「大雪」にて

東京六華同窓会は 1905 年創設 地元の札幌よりも 10 年早いのだ
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「新春の集い」に初参加して

　東京六華同窓会の成り立ちが、1900 年代であることを皆さんはご存知だろうか。私自身も 2023 年 11 月に
都内で開かれた就職相談会に相談員として参加して初めて知った。上京してきた札幌出身者同士、助け合い、
切磋琢磨していこうという趣旨で、札幌の「六華同窓会」よりも先に立ち上がり、既に 120 年弱の歴史があ
るそうだ。そして、この「新春の集い」も毎年 1月に開催されているということも、同じように就職相談会
で知り、初めて参加した。
　これまでは年１回、東京六華同窓会に参加するだけだったが、数カ月ご
とに集まる機会があるおかげで、顔見知りとなって話せる人も少しずつ増
え、新たな気付きや出会いが生まれる。こういったコミュニティーに参加
する楽しさを実感する。こうしたことを長年実施している高校というのは
なかなかないのではないだろうか。
　一方でどんなコミュニティーにも共通する課題は、若手の参加が少ない
ことだと思う。20～30代は仕事の忙しさだけでなく、転職、結婚、出産といっ
たライフステージの変化も激しい世代であり、コミュニティーへの参加の
優先度が下がることは否めない。
　しかし、札幌南高校という多様な個性が尊重される高校で育まれた感覚
がベースにある中で、大人になってからも多種多様な取り組みをされてい
る方々との交流ができるのは、六華同窓会・東京六華同窓会ならではない

だろうか。「意識の高い」人が集まる
とされるどんな異業種交流会よりも
質が高いといっても言い過ぎではな
いように思う。
　成り立ちの経緯に立ち返れば、この同窓会は働き盛りの若手にこそ
必要なコミュニティーではないかと感じる。そういう意味では、例え
ば「青年部会」や「経済人クラブ」といったビジネスに特化した部門
でもあれば、より面白いのではなかろうか。もちろんビジネス交流会
の類とも異なる団体であるから、「和を以て貴しとなす」といった感覚
も重要である。
　コロナ禍で一時的にいろいろな活動を縮小せざるを得ない空白期間
ができたとはいえ、札幌南高校にいたという事実は変わらない。先輩
方が築き、綿々と続けてきた六華同窓会というコミュニティーに自動
的に所属できている有難さを再度認識しつつ、この時代でのコミュニ
ティーの在り方やニーズをくみ取った新しい活動というのも検討して
もよいのではないだろうか。そんな気付きを得た「新春の集い」だった。

乾杯の音頭を執る最高齢参加者の
益子徹さん（南 13 期）と
若者の吉田（南 57 期／背中）は 44 歳差

～コミュニティー抜きに自己紹介はできない～

（左から）10 月 19 日 ( 土 ) に札幌で開催される
「2024 六華同窓会 総会・懇親会」の
幹事期アピールを札幌在住の同期より
急きょ頼まれ「新春の集い」に 1人で参加した
福光篤史さん（南 49 期）と、
深作のり子さん（南 42 期）、
北條貴文さん（南 43 期）、
ビジネスシーンとは毛色が違う諸先輩との
名刺交換に武者震いが止まらない吉田さん

南 57 期　吉田篤史
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6月８日（土）は東京六華同窓会 総会・懇親会へ！

　今年のテーマは「六華のチカラ」としました。
「力」「知から」「地から」という三つの意味を
込め、当日は世代や分野を超えた交流ができる
ような会にしたいと思います。
　今回、実行委員会で行っている取り組みにつ
いて、幾つかご紹介します。
　まず会費の割引制度です。「早割」は少しでも皆

さんの負担と受け付け時期の集中を軽減したいという思いから導入しました。早めの
準備が必要でしたが、早割締め切りの駆け込みもあり、３月末時点で既に 150 人ほど
の申し込みをいただいています。
　そして「SNS 割 ( インスタ割 )」は、インスタグラムの利用者が多い若い世代の参
加を促そうという狙いです。SNS が不得手な方には恐縮ながら、若い世代を増やして
いくことが、ひいては同窓会全体を活性化していくことにもなると考えました。こ
れによって同窓会は懐かしい旧友と会う場のみならず、上下のつながりや新しい出
会いの場にもなると思います。これを後押しするために、インスタグラムやホーム
ページを活用して、参加される皆さんのご紹介を事前に行おうと考えています。
　さらに当日も幅広い方々との交流ができたり、初めて参加される方も楽しんだりできる企画を準備してい
ます。
　懇親会では、何はともあれ飲食が楽しみの一つであると思います。南 40 期の中でもかなり舌の肥えた担当
が料理を検討しており、さらに滅多に飲めない美味しいお酒の数々を持参して提
供する予定です。ただし、これらは量に限りもございますので、事前にホームペー
ジやインスタグラムの情報をお見逃しのないようお願いします。
そして当日の企画イベントとして、2 人のミュージシャン、南 48 期の東海林美乃
梨さんと南 58 期の山木将平さんのスペシャルコラボライブを実施します。なお、
既に 2 人の対談を実施しており、その様子は当日配布のプログラム冊子に掲載し
ます。楽しみにしていてください。
　こうしたプログラム冊子作りや、広告・協賛募集の活動などを通して、同窓会
が皆さんのご協力の上に成り立っていることを改めて実感しています。
　６月８日、ベルサール半蔵門で皆さんのご来場を心よりお待ちしております！

　会報 134 号でお伝えした通り、今年は 6月 8日 ( 土 ) に東京・千代田区の「ベ
ルサール半蔵門」を会場に総会・懇親会を開催いたします。東京メトロ半蔵門
線「半蔵門駅」直結で、お足元を気にせずに駅から迷わずご来場いただけます。

また、できるだけ多くの皆さんに来てもらえる
よう、広めの会場を選定しました。

2024 年東京六華同窓会総会・懇親会 
実行委員長 神田 賢（南 40 期）

実行委員長を務める神田さん
（南 40 期）

テーマの「六華のチカラ」を
表現したシンボルマーク

会場となる東京・千代田区の
「ベルサール半蔵門」

懇親会で振る舞われる銘柄（一部）
ウィスキー厚岸はかなりのレア酒だ
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2024六華同窓会 
総会・懇親会のお知らせ

実行委員長　廣部修平（南 49 期）

2024六華同窓会 
総会・懇親会のお知らせ

　2024年 10月 19日（土）、札幌パークホテルで開催される2024六華同窓会 総会・
懇親会の実行委員長を務めます、南 49 期の廣部修平と申します。東京六華同窓
会会報での六華同窓会の開催告知について心より感謝申し上げるとともに、途
切れることなく続く同窓会活動を支えてくださっているすべての皆さんに深く
感謝申し上げます。
　今年のテーマは「架けよう。六華大橋！」です。卒業後、それぞれの分野で
成長し活躍する同窓生たちが力を合わせて未来に進む様子を橋に例え、同窓生
たちが同期や先輩・後輩との架け橋となり、同窓会を通じてまたみんなに会い
たいと思える活動にしていきたい、そしてこの活動を未来へ・次世代へとつな
げたいという想いを込めてました。

　現在私たち南 49 期一同はこの活動テーマの下、
各関係事業の準備に着手しているところです。同
窓会活動を通じて 25 年ぶりに再会する仲間も多
く、幹事期の活動を楽しみながら同窓会活動の意
義を感じております。
　24 年 6 月 8 日（土）に開催される 2024 東京六
華同窓会 総会・懇親会には、私たち南 49 期も参
加させていただき、東京と札幌との間に「六華大
橋」を架けます。今年の東京六華同窓会のテーマ
は「六華のチカラ」です。6 月に集結した六華の
「力」と「知から」を、10 月には東京の地から六
華大橋を渡って札幌に届けていただけるようお願
い申し上げます。

　最後になりますが、私たちの母校北海道札幌南高等学校と東京六華同窓会のますますの発展、6 月に開催
されます東京六華同窓会の総会・懇親会の成功、六華同窓生皆さんのご健勝を祈念し、また私たち南 49 期の
活動に対してご指導ご協力をいただけますようお願い申し上げ、実行委員会を代表してのごあいさつといた
します。

南 49 期の同期の皆さん。10 月 19 日 ( 土 )
札幌パークホテルで会いましょう！
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実行委員長　廣部修平（南 49 期）

実行委員長を務める廣部さん
（南 49 期）



　かつて東京・九段下（千代田区）にあった東京六華同窓会事務所を
会場にカジュアルな意見交流と学びの場として 2008 年 10 月 24 日に
スタートし、20 年 2 月 20 日の第 126 回を最後に開催がストップして
いた「六華サロン」がついに復活。『戦時下のウクライナを歩く』（光
文社新書）の著者で元朝日新聞記者のジャーナリスト、岡野直さん（お
かのただし／南 28 期）をゲストスピーカーとして、2 月 29 日 ( 木 )19

時より京橋図書館中央区併設「本の
森ちゅうおう」多目的ホールにて開
催された。
　サロンのテーマは著書と同じ「戦
時下のウクライナを歩く」。 この第 127 回「六華サロン」は、リアル会場と
zoom 配信を同時進行させる初のハイブリッド形式で行われた。リアル参加
者の入場料 500 円は今までを踏襲し、オンラインは無料。参加者は現地が
20 人、オンライン申し込みが 28 人。90 分の登壇トーク後に近場で催され

た懇親（飲み）会にも岡野さんを含む 17 人の
参加があり、大いに盛り上がった。 
　かつてのサロンが休催となった理由は、コ
ロナ禍における密回避など諸般の事情はある
ものの、東京六華同窓会会員数の減少に伴う
運営資金減による事務局の閉鎖（2021年3月末）
が大きい。
　復活の「六華サロン」立ち上げ人である田
部知江子さん（南 39 期）は、自身も六華サロ
ンに感銘を受けた同窓の 1 人だ。「登壇者の確

保が鍵となる。自薦・他薦、問わない。事務局まで
連絡をお願いします」と田部さん。 復活後 2 回目と
なる第 128 回「六華サロン」は 5月 28 日 ( 火 ) に同
会場で予定。ゲストスピーカーは、上鹿渡和宏さん
（かみかどかずひろ／南 40 期）で、「『こどもにため
に』で終わらせず、『こどもとともに』へ繋げる～
社会的養護の現場から、こどもに必要なことを考え
る」をテーマに開催される。
　詳細は、東京六華同窓会ホームページに掲載する。 

出席者たちの生真面目な表情に高校時代を思い出す。広く問題意識を持ち、
プロの英知と他者の意見に耳を傾け、知識や主義、主張を穏やかに刷新し
ていく六華同窓の「授業態度」は「六華サロン」にも根付いている。 

（広報委員会　南 43 期 北條貴文）
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編
集
後
記

広
報
委
員
長
　
今
井
康
人
（
南
28
期
）

　
今
回
こ
の
会
報
を
ウ
ェ
ブ
上
で
の
公
表
と
す
る
に
当
た
り
、
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
並
行
し
て
行
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
そ
の
担
当
で
あ
る
西
田
修
司
総
務
委
員
長
（
南
27
期
）

と
連
携
し
つ
つ
、
出
版
社
で
男
性
誌
の
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
編
集
に
携

わ
る
北
條
貴
文
広
報
委
員
（
南
43
期
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
や
や
予

定
よ
り
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
公
表
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
同
窓
生
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
同
窓
生
以
外
の
方
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
従
来
の
よ
う
に
ク
ロ
ー
ズ
な
環
境
を
前
提
と
し
た
記
事
や
情

報
の
掲
載
は
原
則
と
し
て
難
し
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
者
名
簿
や
写
真
な
ど
、
個
人
情
報
に
関
連
す
る
よ
う
な
内
容

で
す
。
一
方
で
ウ
ェ
ブ
版
の
特
性
を
生
か
し
、
紙
で
は
で
き
な
か
っ

た
発
信
を
今
後
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
特
に
若
い
卒
業
期
の
同
窓

生
の
皆
さ
ん
に
は
、
広
報
委
員
あ
る
い
は
協
力
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

こ
ち
ら
の
東
京
六
華
同
窓
会
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（info@
tokyorikka.jp

）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ハイブリッド開催で帰ってきた！
第 127 回「六華サロン」が復活

第 127 回「六華サロン」風景

スピーカーの岡野さん
（南 28 期）

『戦時下のウクライナを歩く』
（光文社新書）




